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今月号は，ロボット，無人化施
工について特集しました。アニメ
や SF の世界のようなロボットが身
近な実機械として紹介されたのは
1970 年の大阪万博でのことだそう
です。以来 40 年経って人間型のロ
ボットが普及していないところから
実用には，いま少し時間が掛かるの
かもしれません。しかし，近年災害
現場での救助作業，人が近づけない
環境での作業や人の動きを補助する
ロボット，また状況を判断し自立運
転できる機能を有した機械装置が話
題になってきています。徐々に SF
の世界が現実のものになっていくよ
うに思います。

さて，巻頭言を劣悪な環境で使用
可能なレスキューロボットシステム
の研究開発に取り組んでおられる大
阪大学の大須賀先生にお願いいたし
ました。レスキューロボット開発に
は，情報化建設機械との共通性があ
ることなど今後の技術研究のヒント
が伝わってまいります。

建設業界では，施工の生産性向上
を目的に ICT を活用した情報化施
工が推進されています。災害，非常
時に人の近づけない環境で建設機械
を遠隔操作して施工する無人化施工
は，究極の情報化施工であります。
九州島原の赤松谷川の床固め工事無
人化施工についての報文を 2 編掲載
しました。

劣悪な環境下での使用ということ

では，アスベスト除去ロボット，そ
して消防活動の現場で活躍が期待さ
れる消防防災向け検知ロボットの開
発について紹介しています。検知ロ
ボットは，瓦礫のなかなどで消防活
動する隊員を支援し情報を提供しま
す。開発がほぼ完了して今後大都市
消防本部への配備が進められるよう
です。

遠隔操作，自動化装置のハードに
ついては，自由断面トンネル掘削機
の自動掘削システムと油圧ショベル
を使って解体作業用に開発した遠隔
操作の双腕型マニピュレータについ
て紹介しています。

交流の広場では，溶けた鋼の温度
を遠隔操作で測る装置を紹介してい
ただきました。測温に使うプローブ
がなんと紙製であるという素人には
驚きの事実であり，業界が異なると
予想もつかないことがあると実感い
たしました。

ロボット，無人化施工を中心に自
動化装置，システムについて技術や
事例を紹介しましたが読者の皆さん
参考にしていただけたでしょうか ?

7 年に亘る旅を終えて見事帰還し
た小惑星探査機『はやぶさ』の成功
のようにコンピュータと ICTの進歩
による遠隔操作や自立運転の技術が
建設業界にも夢や希望をもたらして
くれるものと期待したいと思います。

最後に，お忙しいなか執筆頂いた
方々，話題を紹介して頂いた方々大
変有難うございました。誌面を借り
て厚く御礼申し上げます。

 （和田・安川）

9 月号「トンネル特集」予告
・蒸気岩盤破砕による立坑掘削　NRC 破砕工法
・山岳トンネル覆工コンクリート養生システムの開発
・パドル・シールド工法の開発
・爆薬の機械装填システム
・超音波加湿養生システム　モイストキュア
・中空構造の保温断熱板を用いた養生技術
　　「温ぬく（セントル用）」と「うるおい（覆工コンクリート用）」
・プラスチックフィルムを用いたトンネル覆工コンクリートの長期養生
・繊維シート埋設による覆工補強　道路トンネル新設工事における T-FREG 工法の適用
・最新のトンネル換気設備
・蛇紋岩地すべり粘性土を地すべり対策と早期閉合で克服　北海道横断自動車道　タンネナイトンネル
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